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平成２２年

９月号
校 訓 広島市立

「自主・敬愛・責任」 阿戸中学校

今年は本当に暑い夏でした。まだまだその暑さが続く中で、８／２７(金)から授業再開、少し

短めの夏休みが終わりました。１日目は、お帰りテストならぬ、確認テストと習熟度テストがあ

りました。夏につけた実力を発揮してくれたものと思います。２日目からは弁当持参で５時間授

業、９月に入ってからは給食も始まり、６時間授業で頑張っています。大人はいささかバテてお

りますが、子どもたちは本当に元気です。夏休みの部活動で真っ黒になった顔。たくましくなっ

たグランドから聞こえてくる声。夏がひとまわり子どもたちを成長させてくれたようです。

きたる実りの秋！さらなる成長が楽しみです。

保健室担当 吉野 泰子先生
過去113年の観測史上、最も暑かった今年の夏。

「暑い、氷食べてもいい？」と言って保健室の冷蔵庫を開けるのは、例年男子生徒が定

番。しかし、この夏は、暑さにもう耐えられないといった表情で、女子生徒が避暑地を求

めてやってきます。「なんでクーラー付けてないん？」と言いながら、冷蔵庫を開ける女子

生徒・・・。

夏休みが終わって、「歯医者さんで治療が済みました」「メガネを新しくしたよ」と報告

してくれる元気な生徒たち。「先生、おはよう」「今日はねぇ・・・」と大きな声で、朝か

ら優しい表情を見せてくれます。

まだまだ、熱中症が心配な暑さの中でも、授業や部活動に精一杯汗を流しています。

そんな生徒の笑顔が毎日あふれている阿戸中。早いもので５ヶ月が過ぎました。

◎ソフトテニス部男子 総合体育大会安芸区大会

団体戦 第３位 阿戸中学校

個人戦 第３位 ＊＊・＊＊組

◎ソフトテニス部男子 １年生安芸区大会 個人戦 第１位 ＊＊・＊＊組
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☆

「勉強がんばれ。」「試合頑張って」「暑いけど元気

でね」あたたかい言葉かけを受け取った子どもた

ちの笑顔が印象的です。ありがとうございました。

☆

焼き増しまでしていただきありがとうございま

す。子どもたちの、思い出の記念になります。

☆

１５歳で予科練を志願して松山に行かざるをえなか

ったこと、そこで受けた訓練の様子、特攻のこと、自

分たちができなかったこと、その経験からみんなに頑

張ってほしい勉強と親孝行、おじいちゃん、おばあち

ゃんを大事にしてほしいこと等々。

とても貴重で大切なお話をお聴きすることができま

した。ありがとうございました。

また、３年生は、一つ一つ手書きの“必勝”しゃ

もじも頂きました。夏も終わり、いよいよ受験シー

ズン突入です。きっと大きな励みになることでしょ

う。ありがとうございます。

☆

放課後、野球部・テニス部の応援を借りて、小

・中学校の教職員と一緒に、グランド側溝の土砂

上げを行いました。暑い中土嚢やスコップを使っ

て頑張ってくれました。１時間の作業後のお茶の

おいしかったこと！お疲れ様でした。また１年間

小学校さんにグランドをお借りすることになりま

す。よろしくお願いいたします。
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町内会さんのご協力を仰ぎ（ありがとうございました）、回覧板でお知らせさせていただきま

した、小中合同の地域参観日が近づいてきました。地域の方々、保護者の方々、ぜひこの機会に

学校を覗いて、普段着の子どもたちの様子を見てやって下さい。お待ちしております！

９／１３（月） 職場事前訪問 多くの方々のご協力のもとに

９／１４～１６ 職場体験学習 はじめて実施可能となる学習です。

９／１７（金） 職場事後訪問 感謝して、一生懸命学ばせてもらう

よう、お声をかけて送り出して

阿戸町内をはじめ、上瀬野地区、熊野 やってください。

地区の事業所１５箇所のご協力をいただ

きました。将来の進路選択の参考として、

また社会を知る学習として貴重な体験です。今、その準備で大忙しです。子どもたちの苦手なマ

ナー、特に気持ちのいいあいさつをすることを実践で学んでほしいです。

いよいよ前期も終了します。半年間の成果が結果として発揮できるよう、毎日の努力を行動

にして表してくれることを願っています。９／１７（金）からは試験週間です。

公衛協の方々のご協力で、町内清掃を実施します。今年は、小学５・６年生も一緒に行います。

担当の生徒より依頼文が届きますので、保護者の皆様のご協力もよろしくお願いいたします。

１４：００～１４：５０ 授業参観 ＊３年生は進路説明会です。

１５：００～１６：００ 学級懇談会（前期の通知表もお渡しします）
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９／３（金）２回目の合同朝会を行いました。

今回は小学校の主催でした。谷川校長先生のお話は中学生の部活の様子を見て、今の努力

がどこにつながるか、小学生への影響についてのお話でした。中学生にとって、今頑張る理

由が見えてきました。

また、小中の子どもたちが夏休みに頑張った表彰状渡し。秋の合同文化祭へ向けての６年

生と大坪先生のプレゼン。それらに反応する小学生の様子。どれも中学校とは違う様子がと

ても新鮮でした。これも合同で行うからこそ知ることができたものです。お互いの実態を知

って、“理解”が進めば、より良い連携に向かうことができます。

おかげで合同文化祭も楽しみになりました。ぜひ、お越しください！

教頭の藤本です。我が家の子育てがそろそろ終焉をを迎えてきました。

おかげでいろんなことが見えてきました。教員生活も３０年になります。多くの子どもたちや保

護者の皆様から学ばせて頂きました。加えて、数年前にコミュニケーショントレーニングの一つ

である「コーチング」に出合いました。瞬間に、“これは、子どもとのかかわり方に役立つ！お

母さん方の子育てに役立つ！”と思いました。我が家ももう少し前に出合っていたら、親も子も、

そして何より、夫婦の子育て論議も楽だったのではないかと悔やまれました。

そこで２年前から阿戸幼稚園で“わくわく子育て～子育てを楽しもう～お話会”を開いて、ど

う子どもたちに接していったら、子育てが少しでも楽になって、子育てが楽しめるか、子どもの

意欲を引き出すことができるかをお母さん方と話し合ってきました。役に立っている部分もある

ようです。

そこで、それを中学校バージョンに替えて、紙面で“子育てコーチング”をやってみたいと思

います。思春期を迎えた子どもたちが対象なので、幼稚園児に対するような効果は期待できませ

んが、それでもお母さん方が気の持ちようを少し替えて子どもたちに接してみると、案外楽にな

ることもあります。そんな、“気の持ちよう”“意識”の持ち方を経験も交えて書いてみます。読

んでみて下さい。（今回は前置きが長くなったので、導入だけ）

№１「援助（ヘルプとサポート）」

「援助」を英語の辞書で引くと「ヘルプ」と「サポ

ート」の二つがあります。この二つは、同じことでしょうか？ 実は子育てで考えていくと

大きく違うのです。「ヘルプ」はその人に代わってやってあげること、「サポート」は必要な

ときに手を貸すことです。 援助する子どもを「できない子だ」と捉えればヘルプになるし、

「この子はできる子だ」と捉えるとそばでぎりぎりまで見守る事ができて必要なときに手を貸

すサポートになります。

もう８年も前の秋のこと、マックでバーガーを食べながら高２の次男の進路の話になり、

どの学部に受けるかの親子合意がとれたのです。すると次の日に父親はネットで学部のある

大学を偏差値付きで調べ、その次の日には本屋に寄って問題集を買ってきたのです。さて、

息子は「ありがとう！期待に応えてがんがんにやるぞ！！」と行動に移したでしょうか？


